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【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、

埼
玉
の
１
都
３
県
の
緊
急

事
態
宣
言
が
３
月
21
日
ま

で
再
延
長
さ
れ
た
」「
菅
首

相
の
陳
謝
で
済
む
問
題
で

は
な
い
。
従
来
の
対
策
で

は
感
染
は
封
じ
込
め
な

い
」「
医
療
機
関
へ
の
減
収

補
填
や
営
業
へ
の
補
償
な

ど
現
場
の
声
に
応
え
る
対

策
が
必
要
だ
」「
政
府
の
対

策
分
科
会
の
尾
身
会
長
が

人
口
の
６
、７
割
が
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
た
と
し

て
も
年
内
終
息
は
見
込
め

な
い
と
の
見
解
を
示
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
５
日
、東
京
都
で
新
た

に
３
０
１
人
の
感
染
者
が

確
認
さ
れ
た
。
１
週
間
平

均
の
新
規
感
染
者
は

２
７
４
人
、
前
週
比
は
１

０
２
％
と
増
加
に
転
じ

た
」「
ワ
ク
チ
ン
を
保
管
す

る
病
院
で
冷
蔵
庫
の
温
度

が
上
が
り
１
０
０
０
回
分

の
ワ
ク
チ
ン
が
使
え
な
く

な
っ
た
。
コ
ン
セ
ン
ト
の

複
数
接
続
に
よ
る
冷
蔵
庫

へ
の
電
力
不
足
が
原
因
だ

っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

総
務
省
の
接
待
問
題
。

　

東
日
本
大
震
災
と
東
京

電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

か
ら
10
年
に
あ
た
り
、
日

本
共
産
党
の
志
位
委
員
長

は
２
月
26
日
、
福
島
県
の

住
民
や
市
民
団
体
の
代
表

者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
懇
談
、

原
発
事
故
の
現
状
、
避
難

者
の
実
情
、賠
償
問
題
、生な
り

業わ
い

の
再
建
な
ど
を
話
し
合

い
ま
し
た
。

　

原
発
問
題
住
民
運
動
全

国
連
絡
セ
ン
タ
ー
の
伊
東

代
表
は
、
原
発
事
故
に
関

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
10
年

現
状
・
課
題
・
支
援
策
は

　
　
志
位
委
員
長  

福
島
の
市
民
ら
と
懇
談

し
て
「
使
用
済
み
核
燃
料

や
汚
染
水
の
増
加
な
ど
重

複
し
た
リ
ス
ク
が
あ
る
」

し
ま
復
興
共
同
セ
ン
タ
ー

代
表
委
員
の
斉
藤
氏
は
、

時
間
の
風
化
の
ほ
か
「
福

島
を
切
り
捨
て
、
本
質
を

あ
い
ま
い
に
す
る
風
化
も

あ
る
」
と
述
べ
、「
被
災
者

本
位
の
復
興
に
な
っ
て
い

る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ

る
」
と
語
り
、
福
島
原
発

訴
訟
原
告
団
長
の
中
島
氏

は
、「
避
難
に
か
か
る
直
接

的
な
費
用
に
つ
い
て
の
賠

償
が
全
く
視
野
か
ら
外
れ

て
い
る
」
と
強
調
し
ま
し

た
。

　

日
本
共
産
党
の
浪
江
町

議
は
「
被
災
者
切
り
捨
て

が
進
む
中
、
暮
ら
し
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
ズ

タ
ズ
タ
に
壊
さ
れ
た
」
と

語
り
、
福
島
県
議
団
長
は

水
産
業
の
回
復
の
め
ど
が

た
た
な
い
と
指
摘
、
県
立

高
校
の
統
廃
合
が
計
画
あ

り
き
で
進
め
ら
れ
て
い
る

と
告
発
し
ま
し
た
。

　

志
位
氏
は
「
問
題
が
解

決
し
た
と
い
え
る
ま
で
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
支
援

を
継
続
・
強
化
す
る
よ
う

求
め
て
い
き
ま
す
」
と
応

じ
ま
し
た
。

米
国
以
外
は
開
催
反
対
が

賛
成
を
上
回
る

危
機
の
時
代
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ー
と
未
来

　
学
術
会
議
梶
田
会
長
が

　
　
　
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
基
調
講
演
　

　

日
本
学
術
会
議
の
梶
田

隆
章
会
長
は
、
２
月
27
日

に
開
い
た
「
危
機
の
時
代

に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ー
と

未
来
」
と
題
す
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
基
調
講
演
。

　

梶
田
会
長
は
、
社
会
の

複
雑
な
難
問
へ
の
科
学
的

助
言
が
求
め
ら
れ
て
い
る

現
在
、
幅
広
い
分
野
の
研

究
者
が
集
ま
る
日
本
学
術

会
議
の
役
割
と
重
要
性
は

増
し
て
い
る
と
指
摘
。
国

に
よ
る
安
定
し
た
財
政
基

盤
、
政
府
か
ら
の
独
立
と

い
っ
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア

カ
デ
ミ
ー
の
５
原
則
を
堅

持
し
た
上
で
学
術
会
議
の

将
来
を
検
討
し
た
い
と
述

べ
ま
し
た
。そ
の
上
で
、学

術
会
議
の
年
間
予
算
は

10
・
５
億
円
、
ス
タ
ッ
フ

が
50
人
な
の
に
対
し
、
英

国
王
立
協
会
は
１
４
８
・

５
億
円
、
２
２
５
人
と
の

数
字
を
示
し
、
経
費
の
不

十
分
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

「
１
日
、高
額
接
待
の
山
田

真
貴
子
内
閣
広
報
官
が
体

調
不
良
を
理
由
に
辞
職
し

た
」「
当
日
は
予
算
委
員
会

と
指
摘
。
避
難
者
の
実
際

の
数
を
把
握
す
る
よ
う
国

に
よ
る
大
規
模
調
査
を
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
く
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

で
野
党
の
質
問
に
答
え
る

予
定
だ
っ
た
。
体
調
が
回

復
し
た
ら
真
実
を
語
る
べ

き
だ
」「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
も
山
田
前

広
報
官
や
谷
脇
総
務
審
議

官
ら
を
高
額
接
待
し
て
い

た
と
週
刊
文
春
が
報
じ

た
」「
谷
脇
氏
は
参
院
予
算

委
員
会
で
３
回
の
接
待
を

物
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

び
わ
湖
毎
日
マ
ラ
ソ
ン

で
鈴
木
健
吾
選
手
が
２
時

間
４
分
56
秒
の
日
本
新
記

録
で
優
勝
（
28
日
）。「
２

時
間
５
分
の
壁
を
突
破
し

て
の
優
勝
は
素
晴
ら
し

い
」「
日
本
陸
連
の
瀬
古
利

彦
氏
が
歴
史
を
変
え
た
走

り
と
絶
賛
し
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

ケ
ル
マ
デ
ッ
ク
諸
島
沖
で

Ｍ
８
・
１
の
地
震（
５
日
未

明
）。「
周
辺
で
は
前
夜
か

ら
Ｍ
７
以
上
の
地
震
が
３

　

日
本
共
産
党
の
原
の
り

子
東
京
都
議
は
２
月
24
日

代
表
質
問
。
小
池
知
事
が

施
政
方
針
表
明
で
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
に
も
保
健
所
の
体

感染抑止 「五つの提案」
都の責任で検査拡大など

都議会で原議員が代表質問

制
強
化
や
医
療
機
関
へ
の

支
援
に
も
一
言
も
触
れ
ず
、

「
都
民
に
協
力
を
お
願
い

す
る
だ
け
で
、
自
己
責
任

押
し
付
け
の
菅
政
権
と
変

わ
ら
な
い
」
と
批
判
し
ま

し
た
。

　

そ
の
上
で
、
感
染
拡
大

を
抑
え
込
む
た
め
に
、
①

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大
②
保

健
所
体
制
の
抜
本
的
拡
充

③
医
療
機
関
・
従
事
者
へ

の
支
援
強
化
④
東
京
五
輪

を
中
止
し
、
コ
ロ
ナ
対
策

に
全
力
を
挙
げ
る
⑤
都

立
・
公
社
病
院
の
独
立
行

政
法
人
化
の
中
止
を
提
案

し
ま
し
た
。

　

太
平
洋
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
で
米
国
が
行
っ
た
水
爆

実
験
で
島
民
や
漁
船
員
が

被
ば
く
し
て
か
ら
67
年
。

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効

し
て
初
め
て
の
ビ
キ
ニ
ー

デ
ー
集
会
が
２
月
28
日
と

３
月
１
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会

　
禁
止
条
約
を
力
に

　
　
核
兵
器
な
い
世
界
へ

で
開
催
さ
れ
、
世
界
各
地

と
交
流
し
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
第
五
福
竜
丸

の
大
石
又
七
さ
ん
は
、「
ビ

キ
ニ
事
件
は
核
兵
器
反
対

運
動
の
原
点
で
す
。
ビ
キ

ニ
事
件
は
未
来
の
命
に
係か
か

わ
る
事
件
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
。

　

米
国
か
ら
ラ
ル
フ
・
ハ

チ
ソ
ン
さ
ん
は
、「
核
兵
器

禁
止
条
約
と
い
う
新
た
な

手
段
を
手
に
入
れ
た
。
米

国
政
府
に
条
約
に
署
名
・

批
准
さ
せ
る
た
め
に
活
動

す
る
」
と
述
べ
、
初
参
加

辺野古新基地中止
　米バークリー市議会が決議

　

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

バ
ー
ク
リ
ー
市
議
会
は
２

月
23
日
、
辺
野
古
で
の
米

軍
新
基
地
建
設
に
反
対
す

る
決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

決
議
は
、
埋
め
立
て
工

事
が
強
行
さ
れ
て
い
る
大

浦
湾
に
つ
い
て
、
世
界
屈

指
の
生
物
多
様
性
と
サ
ン

ゴ
礁
生
態
系
を
誇
る
と
紹

介
。
ジ
ュ
ゴ
ン
を
含
む
２

６
０
超
の
種
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触

れ
る
と
と
も
に
、
海
底
で

は
軟
弱
地
盤
が
見
つ
か
り
、

基
地
建
設
の
工
期
や
費
用

が
大
幅
に
膨
ら
ん
で
い
る

と
指
摘
。

　

ま
た
沖
縄
県
民
の
粘
り

強
い
反
対
運
動
に
言
及
。

辺
野
古
埋
め
立
て
の
賛
否

が
問
わ
れ
た
２
０
１
９
年

２
月
の
県
民
投
票
で
は
、

70
％
以
上
の
県
民
が
反
対

し
た
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

受
け
た
と
認
め
た
」「
谷
脇

氏
は
菅
政
権
の
目
玉
政
策

と
な
っ
た
携
帯
料
金
の
値

下
げ
を
牽
引
し
て
き
た
人

新型コロナ
気候変動によるコウモリ分布
変化が誘因か

　  『サイエンス・オブ・ザ・トータル・
　　エンバイロメント』（2/5 付）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
出
現
は
気
候
変
動
に
よ

る
コ
ウ
モ
リ
の
分
布
の
変

化
が
誘
因
と
な
っ
た
可
能

性
が
あ
る
と
、
英
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
な
ど
の
研
究

グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
ま
し

た
。

　

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
コ

ウ
モ
リ
由
来
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
人
間
に
感
染
す

る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
を

探
る
た
め
、
世
界
中
の
コ

ウ
モ
リ
分
布
の
変
化
を
、

気
候
変
動
に
伴
う
植
生
に

注
目
し
調
べ
ま
し
た
。
過

去
１
０
０
年
で
、
と
く
に

中
国
南
部
で
熱
帯
低
木
林

か
ら
草
原
、
更
に
落
葉
樹

林
へ
と
大
き
な
変
化
を
遂

げ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
多
く
の
コ
ウ
モ

リ
が
好
む
環
境
へ
の
変
化

で
、
推
定
で
は
中
国
南
部

で
約
40
種
の
コ
ウ
モ
リ
と

約
１
０
０
種
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
増
え
た
こ
と
に

な
る
と
い
い
ま
す
。

回
発
生
し
て
い
た
」「
津
波

を
心
配
し
た
が
、
日
本
へ

の
影
響
は
な
か
っ
た
よ
う

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
武
蔵
野
中
央
公
園
で

本
数
は
少
な
い
が
コ
ブ
シ

が
咲
き
始
め
た
。
春
本
番

近
し
を
感
じ
る
」「
我
が
家

の
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
は
い
ま

満
開
」

の
国
連
の
中
満
泉
軍
縮
担

当
上
級
代
表
は
、
禁
止
条

約
の
核
実
験
の
犠
牲
者
支

援
条
項
に
触
れ
て
「
条
約

発
効
は
人
間
を
中
心
と
し

た
核
軍
縮
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
と
っ
て
大
き
な
前

進
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
参
加
者
た
ち
は

「
日
本
政
府
に
条
約
参
加

を
求
め
る
圧
倒
的
世
論
を

築
こ
う
」
と
決
意
を
語
り

ま
し
た
。


